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事後評価票 

 

（平成２７年３月現在） 

１．課題名 「脳科学研究戦略推進プログラム」 

       社会的行動を支える脳基盤の計測・支援技術の開発（課題Ｄ） 

２．評価結果 

（１）課題の達成状況 

○課題の概要 

 文部科学省では、「社会に貢献する脳科学」の実現を目指し、社会への応用を見据えた

脳科学研究を戦略的に推進するため、平成２０年度より「脳科学研究戦略推進プログラ

ム」を実施している。 

 このプログラムのうち、平成２１年度から５か年の計画で実施した「社会的行動を支

える脳基盤の計測・支援技術の開発（課題Ｄ）」では、豊かな社会の実現に貢献する脳科

学を目指し、ヒトの社会性障害の理解・予防・治療や社会性の健全な発達促進に応用す

ることを目的としている。 

 

○課題全体の評価 

【ＰＤ・ＰＯ】 

ＰＤ・ＰＯの運営に関する取組は大変優れている。 

ＰＤ・ＰＯは、課題Ｄの目標をしっかり捉え、拠点間の緊密な連携と総合的な研究成

果を挙げることに重点を置くとともに、サイトビジットなどでは個別の進捗状況の把握

に留まらず、計画の重点部分の変更を指示するなど、熱心な指導・助言が行われたと評

価できる。また、課題Ｄの統合的な研究推進の成果として、ソーシャルブレインマーカ

ー候補が５０以上同定されるとともに、数多くの特許出願がなされたことからも、本課

題は生産性高く運営されたと評価できる。今後、これらの成果が新規薬剤開発、診断技

術開発につながることが期待される。 

 

【課題全体】 

進捗状況及び得られた成果は大変優れている。 

代表機関の東京大学による拠点長のマネジメントの下、代表機関及び７つの参画機関

の連携により、社会性に関する分子的基盤、神経回路、社会性障害の病因・病態解析な

ど、優れた成果が上げられている。また、数多くの論文発表、特許出願が行われており、

臨床応用に近い成果や、製薬企業等との具体的な共同研究につながる成果が得られてい

ることも評価できる。これらの研究成果に関する社会への情報発信についても、課題全

体として積極的な取組が行われている。 

 



 8

以上のことから、課題全体として、当初の目的は十分に達成されているものと評価で

きる。 

 

（２）成果 

代表機関の東京大学を中心に７つの参画機関からなる拠点を形成し、「社会性を制御す

る分子と社会性・社会的行動の機能発達」、「社会性を制御する報酬の情動系」及び「社

会性障害の理解・予防・治療」の研究開発課題を統合的に組み合わせることで、異分野

間の連携が大きく進展したことは評価できる。 

特に、代表機関の東京大学においては、シナプス刈り込みやシナプス形成・伝達を調

べる方法の開発・確立、In vivo での二光子顕微鏡による大脳皮質シナプス動態の解析

技術の確立、シナプスから放出されたグルタミン酸の可視化技術の確立など、注目すべ

き成果が上げられている。また、参画機関においても、恐怖臭分子を用いた先天的恐怖

及び後天的恐怖の神経基盤の解明、２台のＭＲＩを用いた２個人間の相互作用中の神経

活動の測定、統合失調症や自閉症のソーシャルブレインマーカーの同定など、多くの成

果が上げられているとともに、社会への還元も十分見込まれるものと評価できる。 

 

（３）今後の展望 

本課題では、新たな研究手法の開発により、数多くのソーシャルブレインマーカー候

補が同定されるなど、社会性に関する分子的基盤、神経回路、社会性障害の病因・病態

解析について、優れた成果が得られている。本課題終了後もこの連携体制を十分に活用

するとともに、得られた研究成果をヒトにおける社会性障害の早期診断・治療法の選択

や、新規薬剤の開発に役立てられるよう、更なる努力が期待される。 
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事後評価票 

 

（平成２７年３月現在） 

３．課題名 「脳科学研究戦略推進プログラム」 

       心身の健康を維持する脳の分子基盤と環境因子（課題Ｅ） 

４．評価結果 

（１）課題の達成状況 

○課題の概要 

 文部科学省では、「社会に貢献する脳科学」の実現を目指し、社会への応用を見据えた

脳科学研究を戦略的に推進するため、平成２０年度より「脳科学研究戦略推進プログラ

ム」を実施している。 

 このプログラムのうち、平成２２年度から５か年の計画で実施した「心身の健康を維

持する脳の分子基盤と環境因子（課題Ｅ）」では、「発生から老化まで」という人間及び

脳神経の一生の「健やかな育ち」、「活力ある暮らし」、「元気な老い」の３段階に着目し、

心身の健康を支える脳の機能、健康の範囲を逸脱するメカニズム等を「分子基盤と環境

因子の相互作用」という視点で解明することを目的としている。 

 

○課題全体に関する評価 

【ＰＤ・ＰＯ】 

ＰＤ・ＰＯの運営に関する取組は大変優れている。 

課題Ｅの目標である「発生から老化まで」という時間軸の概念を取り入れた、これま

でにない体系的な研究の推進に際し、「健やかな育ち」、「活力ある暮らし」、「元気な老い」

という３段階を貫くものとして、「生涯に亘る健康脳の分子基盤と食・環境ストレス」と

いう横断的な課題が設定されることにより、課題全体としての連携の重要性を終始徹底

して指導・助言を行ったことは高く評価される。指導・助言に際しては、サイトビジッ

トや成果報告会に加え、課題内で実施する分科会等に頻回に参加することにより、各段

階における研究の進捗状況を適切に把握し、行った。また、中間評価結果を踏まえた指

導・助言をはじめ、社会への応用の観点からの計画の見直しや変更の指示、倫理的・法

的・社会的問題（ＥＬＳＩ）への対応の指示、本プログラムの他課題との連携の指導な

ど、その役割を遂行する努力が認められた。 

 

【課題全体】 

進捗状況及び得られた成果は大変優れている。 

代表研究者（総括班長）のマネジメントは適切に行われており、ＰＤ・ＰＯによる指

導・助言に従い、中間評価結果を踏まえた課題内の情報共有を行うとともに、個々の分

担研究者の能力、技術などの連携・共有を図ることにより、本課題の目標である「発生
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から老化まで」の方向性の統一に努めたことは評価できる。また、課題内及び本プログ

ラムの他課題との緊密な連携により多くの成果が得られたほか、ＥＬＳＩへの対応、研

究成果の公開や発信なども適切に行われた。 

 

【健やかな育ち班全体】 

進捗状況及び得られた成果は優れている。 

班長のマネジメントは適切に行われており、中間評価結果を踏まえ、班内、課題内及

び本プログラムの他課題との情報共有、連携により、一定の成果は得られたものと認め

られる。また、ＥＬＳＩへの対応についても適切に行われた。しかし、一部の研究にお

いては、基礎的なものに留まっているものも見受けられた。今後もこの連携を活用して

研究を推進するとともに、積極的な研究成果の公開、発信がなされるよう、更なる努力

を期待する。 

 

【活力ある暮らし班全体】 

進捗状況及び得られた成果は大変優れている。 

班長のマネジメントは適切に行われており、中間評価結果を踏まえ、班内、課題内及

び本プログラムの他課題との情報共有、連携が図られた。その結果、睡眠・リズム研究、

摂食・代謝研究が効果的に取り進められたほか、精神疾患に関する食生活・栄養学的課

題の発見などの優れた成果が得られた。また、ＥＬＳＩへの対応、研究成果の公開や発

信なども適切に行われた。今後は、更に分子メカニズムから病態に迫る成果が求められ

る。 

 

【元気な老い班全体】 

進捗状況及び得られた成果は優れている。 

班長のマネジメントは適切に行われており、中間評価結果を踏まえた班内、課題内及

び本プログラムの他課題との情報共有、連携の強化により、当初の目標に対する成果は

得られたものと認められる。また、ＥＬＳＩへの対応についても適切に行われた。今後

は、これらの成果を更に発展させるとともに、企業等との連携の強化、知的財産の取得

や活用などにより、神経変性疾患の予防・診断・治療につながるよう、積極的な取組が

望まれる。 

 

以上のことから、課題全体として、当初の目的は十分に達成されているものと評価で

きる。 
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（２）成果 

本課題では、代表機関（総括班）の東京医科歯科大学を中心として、「発生から老化ま

で」という人間及び脳神経の一生の「健やかな育ち」、「活力ある暮らし」、「元気な老い」

の３段階に対応した研究班からなる拠点を形成するとともに、これらの３段階を貫くも

のとして、「生涯に亘る健康脳の分子基盤と食・環境ストレス」という横断的な課題の設

定することによって、多くの分野に跨がる研究者による緊密な連携の下に研究が行われ

たことは評価できる。 

本課題の目標である「発生から老化まで」の時間軸において、胎児脳虚血、母子分離、

統合失調症、自閉スペクトラム症、うつ病、睡眠・リズム障害、食欲、アルツハイマー

病とメタボリック症候群、ストレスと神経変性疾患等の研究項目に着目し、脳の分子基

盤や機能解析が行われるなど、多くの成果が得られている。また、これらの成果につい

ては、数多くの論文発表や特許出願も行われたほか、公開シンポジウムや出張授業、専

門家向けの講演会等による研究成果の公開や情報発信も活発に行われた。 

 

（３）今後の展望 

「発生から老化まで」という人間及び脳神経の一生の各段階に着目した時間軸の概念

を取り入れた、これまでにはない体系的な研究を推進する中で、多くの分野に跨がる研

究者が緊密に連携し、多くの成果が得られた。今後は、本評価結果を踏まえ、得られた

研究成果を十分に活用し、健全な脳機能を維持するための予防・診断・治療法の開発を

行うなど、成果が社会へ還元されることを期待する。 

 

 


